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研 究 分 野 医療倫理学、臨床薬理学、心身医学

研究キーワード 臨床研究のインフォームド・コンセント、薬理遺伝学、薬物と労働災害

研 究 内 容 ●臨床研究におけるインフォームド・コンセントのあり方に関する研究
　臨床研究は患者や健康人が被験者として参加することで成立し、その際にインフォームド・コン
セントを経る。この重要なプロセスは個々の研究者と被験者により行われ、外部からの確認が困難
であり、質の保証がなされにくい。本研究では研究者と被験者の間で行われる研究についてのコミュ
ニケーションを多面的に分析し、倫理的に望ましいコミュニケーションのあり方、それを担保する
方策について考察することを目的とする。

●薬物動態や薬理作用に及ぼす因子の研究
　薬物動態や薬効を修飾する内的及び外的因子を評価し、患者個々に最適な薬物投与法を提案する
ことを目的とする。具体的には薬物代謝酵素、薬物トランスポーターや薬物受容体の遺伝的多型に
よる影響や食品による薬理作用の変化を検討する。（論文1, 2, 3）

●薬物と労働災害の影響に関する研究
　日本の労働災害は労働災害防止計画により対策が講じられているが、死傷者数減少の目標達成が
困難な状況である。これには様々な因子が関与していると思われるが、労働人口が生活習慣病を始
めとする医薬品使用が多い年齢層に一致しており医薬品による作業能力への影響が労働災害の因子
ではないかという仮説を設定して、これを検証する研究を進めている。

研 究 業 績・
アピールポイント

医療倫理、薬物、人と社会のコミュニケーションという軸から、実際に社会で問題となることの分
析と解決のための方策を社会に実装することを目標として、領域横断的な研究の展開を目指している。
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